
水産大 臣様

情申し立て上げます。

林

苦

曲
辰

野幌森林公園内の農道拡幅計画への疑問

文敏五十嵐
い が ら し ・と しふ み

北海道江別市

「フォー ラム野幌の森」

要

旨

拝
啓
、
農
林
水
産
大
臣
様
。

九
九
年

一
〇
月
、
北
海
道
で
は
同
農
政
部
が
農
業

土
木
工
事
を
め
ぐ
り

「官
製
談
合
～
本
命
割
り
付
け
」

を
し
て
い
た
疑
い
で
公
正
取
引
委
員
会
の
調
査
を
う

け
る
事
件
が
お
き
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
構
造
的
に

「官
製
談
合
」
と

「天
下

り
」
と
が
有
機
的
に
結
び
付
い
て
い
る
問
題
で
あ
り
、

一
方
で

「
公
金
」
を
使

っ
て
の

「農
業
土
木
工
事
11

財
政
支
出
」

の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
も
の
で
す
。

官
製
談
合

に
よ
り
受
注
額
を
高
く
し
、
余
分
な
利

益
の
上
積
み
を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
税
金

の
無
駄
使

い
は
行
財
政

の
破
綻
を
招
き
ま
す
。

北
海
道
の
財
政
は
こ
れ
ま
で
北
海
道
の
開
発
と
発

展
を
支
え
て
き
た
公
共
事
業
依
存
体
質
な
ど
の
枠
組

み
の
た
め
か
、
来
年
度
以
降

一
千
億
円
規
模
の
赤
字

が
予
測
さ
れ
、
財
政
再
建
団
体

へ
の
転
落
も
懸
念
さ

れ
る
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
例
え
ば
、

道
職
員
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
を
向
こ
う
三
年
間
に
わ

た
り
削
減
し
て
支
出
を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
ほ
ど
で

す
。さ

て
、
昨
今
、
北
海
道
は

「試
さ
れ
る
大
地
～
北

海
道
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

「
時
の
ア
セ
ス
」

や

「
政
策
ア
セ
ス
」
と
い
う
政
策
評
価
制
度
の
導
入

に
よ
り
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
良
く
言
え
ば
、
更
生
し
よ
う
と

す
る
麻
薬
患
者
と
言
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

こ
の

「試
さ
れ
る
大
地
～
北
海
道
」
よ
り
、
農
水

省
の
予
算
で
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
事
業
の
ひ
と

つ
に
苦
情
を
申
し
立
て
上
げ
ま
す
。
苦
情
の
内
容
は

後
述
の
通
り
で
す
。

野
幌
の
森
～
北
海
道
の
遺
産

「
野
幌
の
森
」
と
は
、
北
海
道
立
自
然
公
園
野
幌
森
林

公
園
の
こ
と
で
す
。

こ
の
森
は
、
明
治
初
期
に
始
ま
る
北
海
道
の
本
格
的
な

開
拓
の
な
か
で
残
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
か
ら

一
〇
〇
年
ほ
ど
前
、
こ
の
森
の
存
続
を
危
う
く

す
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

一
八
九
九
年

(明

治
三
二
年
)、
官
林

(国
有
林
)
で
あ

っ
た
こ
の
森
を
町

村
制
の
施
行
に
伴
い
自
治
体
の
基
本
財
産
と
し
て
三
分
割

し
払
い
下
げ
る
計
画
が
う
ち
だ
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

こ
の

計
画
を
聞
い
て
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
の
が
、
こ
の
森
の

東
側
に
入
植
し
て
い
た
北
越
植
民
社
の
関
谷
孫
左
衛
門
ら

で
し
た
。

こ
の
森
が
現
在
あ
る
の
は
、

こ
の
反
対
運
動
に
よ
り
分

割
計
画
が
中
止
さ
れ
た
か
ら
な
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
昭
和
四
三
年
、
当
時
の
北
海
道
知
事
町
村

金
吾
が
、
野
幌
の
森
を
北
海
道
立
自
然
公
園
に
指
定
し
た

こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
野
幌
の
森
は
、

先
人
た
ち
に
よ
り
残
さ
れ
て
き
た

「北
海
道
の
遺
産
」
な

の
で
す
。

し
か
し
近
年
、
こ
の
森
は
そ
の
生
物
多
様
性
を
保
全
す

る
上
で
重
要
な
二
次
的
自
然
環
境

(草
原
、
農
耕
地
等
)

と
し
て
の
周
辺
土
地
を
宅
地
や
工
業
団
地
な
ど
の
開
発
の

た
め
失

い
続
け
て
い
ま
す
。

旦
ハ体
的
に
は
、
こ
の
森

の
西
側

(札
幌
市
側
)
か
ら
北

側

(江
別
市
内
)
は
ほ
ぼ
開
発
し
つ
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
側
は
、
江
別
市
が
こ
の
森
に
隣
接
す
る
農
耕
地
を
工
業

団
地

(第
二
期
R
T
N
計
画
)
と
し
て
開
発
の
手
続
き
を

進
め
て
い
ま
す
。
南
側
に
は
公
園
に
隣
接
し
て
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
が
ふ
た
つ
ほ
ど
あ
り
、
さ
ら
に
公
園
の
普
通

地
域
内
に
立
命
館
高
校
が
開
校

(九
七
年
四
月
初
め
)
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
九
七
年
四
月
末
、
こ
の
よ
う
な
環
境
悪
化
を
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象
徴
す
る
出
来
事
が
起

っ
た
の
で
す
。

こ
の
森

(公
園
)
の
南
部

に
あ
る

「国
設
サ
ギ
の
森
」

が
崩
壊
し
た
の
で
す
。
こ
の
あ
た
り

一
帯
は
、
森
全
体
の

な
か
で
も
静
か
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
サ
ギ
の
森

の
崩
壊
要

因
は
い
く
つ
か
推
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も

立
命
館
高
校
の
開
校
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
な
ど
は
劇
的

な
環
境
変
化
で
あ
り
、
自
然
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た

こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
森
は
、
都
市
近
郊
に
あ
る
平
地
林
と
し

て
は
シ
ュ

バ
ル
ツ
バ
ル
ト
の
森
、
ウ
ィ
ー
ン
の
森
と
並
び
世
界
的
に

も
有
名
で
あ
り
貴
重
な
所
で
す
。
代
表
的
な
鳥
類
と
し
て

は
ク
マ
ゲ
ラ
、
オ
オ
タ
カ
、
ア
オ
サ
ギ
、
オ
オ
ジ
シ
ギ
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、
動
植
物
を
含
め
た
生
態
系
の
豊
か
さ
は

語
る
に
余
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を

「農
道
」
と
い
う
仮
面
を

つ
け

た
い
い
加
減
で

「無
駄
な
公
共
事
業
」
に
よ
り
蝕
む
こ
と

は
、
慎
む
べ
き
で
す
。

「
は
じ
め
に
ル
ー
ト
が
あ

っ
た
」
～

仮
面
は
語
る

あ
た
か
も

「
ビ

ッ
グ
バ
ン
宇
宙
論
」
の
ご
と
く
、
は
じ

め
に
ル
ー
ト
が
あ

っ
た
。

こ
の
ル
ー
ト
は
農
道
と
な

っ
た
。
農
道
は
、
土
地
改
良

二
七
〇
㎞
と
結
び

つ
き

「野
幌
東
地
域
基
本
計
画
」
と
な
っ

た
。北

海
道
開
発
局
は
、
平
成

一
一
年
三
月
に

「
特
定
地
域

農
用
地
総
合
整
備

・
野
幌
東
地
域
基
本
計
画
書
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き

一
市
二
町

(江
別
市
、
南
幌

町
、
栗
沢
町
)
の
要
請
並
び
に
石
狩

・
空
知
両
支
庁
の
意

見
進
達
が
な
さ
れ
、
同
年
八
月
に
北
海
道
は
北
海
道
開
発

局
長
経
由
で
農
林
水
産
大
臣
に
同
計
画
樹
立
の
申
請
を
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
土
地
改
良

(十

一
億
円
)

と
農
道
整
備

(九
九
億
円
)
か
ら
な
る
公
共
事
業
で
す
。

後
者
の
農
道
と
は
、
国
道
三
三
七
号
線

(南
幌
町
)
を
起

点
と
し
、
道
立
自
然
公
園
野
幌
森
林
公
園
内
の
江
別
市
道

を
拡
幅
整
備
し
、
札
幌
市
も
み
じ
台

へ
抜
け
る
も
の
で
す
。

こ
の
農
道

ル
ー
ト
の
選
定
に
つ
い
て
同
計
画
書

「②
計

画
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
」
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。

「地
域
の
農
業
輸
送
は
、
札
幌
市
と
そ
の
周
辺
市
町
村

の
急
激
な
人
口
増
加
に
よ
り
、

一
般
交
通
が
増
大
し
農
産

物
の
輸
送
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
地
域

の
基
幹
的
道
路
の
役
割
を
果
た
す
農
業
用
道
路
と
し
て
、

混
雑
度
の
高
い
国
道
二
七
四
号
と
国
道
十
二
号
を
通
過
し

な
い
で
札
幌
中
央
卸
売
市
場
に
至
る
ル
ー
ト
を
選
定
し
た
。

こ
の
基
幹
農
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の

野
菜
や
花
き
等
の
農
産
物
輸
送
が
大
き
く
改
善
さ
れ
る
。

(以
下
、
略
)」

し
か
し
、
同
計
画
書
の
い
う
ル
ー
ト
選
定
の
理
由
や
根

拠
は
、
次
の
通
り
現
状
と
の
整
合
性
に
欠
け
る
な
ど
、
い

い
加
減
な
も
の
で
す
。

①

コ

般
交
通
が
増
大
し
農
産
物
の
輸
送
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
」
こ
と

つ
い
て
、
説
明
会
な
ど
で
具
体
的

な
例
を
挙
げ
て
説
明
が
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
現
状
調

査
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

②

「混
雑
度
の
高
い
国
道
二
七
四
号
と
国
道
十
二
号
」

と
い
う
が
、
朝
夕
に
混
雑
は
見
ら
れ
る
も
の
の
二
四
時

間
混
雑
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
朝
夕
の
混
雑
を
農
産
物

輸
送
の
た
め
の
農
道
整
備

の
理
由
に
す
る
こ
と
は
、
あ

ま
り
に
も
短
絡
的
で
す
。
「取

っ
て
付
け
た
よ
う
な
理

由
」
と
は
こ
の
こ
と
を
い
う
の
で
す
。

③

「国
道
二
七
四
号
と
国
道
十
二
号
を
通
過
し
な
い
で

札
幌
中
央
卸
売
市
場
に
至
る
ル
ー
ト
を
選
定
し
た
」
と

い
う
が
、
こ
の
ル
ー
ト
で
何
分
短
縮
に
な
る
の
か
説
明

さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

④

私
た
ち
の
調
査
に
よ
れ
ば
各
市
場
の
荷
受
け
時
間

は
、
お
お
む
ね

つ
ぎ
の
よ
う
で
す
。

◎
札
幌
中
央
卸
売
市
場
道
内
部

(道
内
野
菜
出
荷
時
期

五
月
～
十
月
)

荷
受
け
時
間

・
…

お
よ
そ

一
四
時
か
ら
翌
朝
六

時
ま
で

(
セ
リ
開
始
七
時
)

荷
受
け
の
ピ
ー
ク
・
・
夜
間

(時
間
帯
の
特
定
は
で

き
な
か

っ
た
)

出
荷
者
の
輸
送
手
段

・
ト
ラ
ッ
ク
。
個
人
に
よ
る
出

荷
も
あ
る
が
農
協
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
に
よ
る
比
率
が
高
い
。

(保
冷
車
の
こ
と
も
あ
る
)

◎
札
幌
花
き
地
方
卸
売
市
場

(道
内
花
き
出
荷
時
期

五
月
～
十
月
)

荷
受
け
時
間

・
…

十
二
時
か
ら
翌
朝
八
時
ま
で

(
一
応
二
四
時
間
荷
受
け
す

る
)

セ
リ
開
始
八
時
三
十
分
、

セ

リ
時
間
中
は
荷
受
け
し
な
い
。

荷
受
け
の
ピ
ー
ク

・
・
夜
間

(九
時
か
ら
十
二
時
く

ら
い
)

出
荷
者
の
輸
送
手
段

・
ト
ラ
ッ
ク
。
ほ
と
ん
ど
が
農

協
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
定
温

(夏
は
保
冷
、
冬
は
暖
房
)

輸
送
さ
れ
る
。

従

っ
て
、
主
要
道
路

の
朝
夕
の
混
雑
が
地
域
の
野
菜

や
花
き
等
の
農
産
物
の
市
場

へ
の
輸
送
に
与
え
る
影
響

は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
ず
、
公
園
内
を
通
過
す
る
農
道

整
備
の
必
要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤

ま
た
、
同
計
画
書
㈹
農
業
構
造
改
善
上
の
課
題
、

で

は

「野
菜
や
花
き
の
生
産
が
増
え
る
に
従
い
、
他
産
業

と
の
競
合
を
避
け
か

つ
有
利
に
販
売
す
る
に
は
、
大
消

費
地
札
幌
市
に
近
い
利
点
を
生
か
し
、
新
鮮
な
う
ち
に

出
荷
す
る
こ
と
が
付
加
価
値
の
向
上

に
つ
な
が
る
」
、

ま
た

「札
幌
市
内
に
あ
る
卸
売
市
場
に
到
着
す
る
ま
で
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に
時
間
的
制
約
を
受
け
る
花
き
や
軟
弱
野
菜
を
円
滑

に

輸
送
し
、
新
鮮
で
栄
養
価
が
高
い
と
い
う
付
加
価
値
を

付
け
有
利
な
販
売
を
目
指
す
に
は
、
道
路

の
混
雑
を
回

避
で
き
る
農
業
用
道
路

の
整
備
が
急
が
れ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。

し
か
し
、
各
市
場
と
も
冷
房
完
備
の
施
設
で
は
な
く
、

暑
い
夏
な
ど
外
気
に
準
ず
る
所
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
軟
弱
な
野
菜
や
花
き
を
夕
方

の
交
通
混
雑
と
重
な
る
時
刻
か
ら
、
し
か
も
長
時
間
常

温
に
放
置
す
る
よ
う
な
出
荷
の
仕
方
は
、
生
産
し
た
農

産
物
の
商
品
価
値

(新
鮮
さ
、
栄
養
価
)
を
自
ら
下
げ

る
も
の
で
す
。

一
般
的
に
、
農
産
物

の
鮮
度
は
そ
の
品
温
を
如
何
に

低
く
保

つ
か
に
か
か

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
農
協
の
農
産
物
の
集
出
荷

の
仕

方
、

つ
ま
り
予
冷
や
保
冷
技
術
を
季
節
や
気
温
と
の
組

み
合
わ
せ
の
な
か
で
改
善
す
る
こ
と
が
生
産
し
た
農
産

物
の
商
品
価
値
を
高
あ
る
の
で
あ
り
、
通
勤
車
輌
が
多

く
混
入
す
る
こ
と
に
な
る
こ
の
ル
ー
ト
の
農
道
が
生
産

し
た
農
産
物
の
商
品
価
値
を
高
め
る
こ
と

は
な
い
の
で

す
。

⑥

こ
の
農
道
は
江
別
市

・
南
幌
町

・
栗
沢
町
地
域
の
基

幹
農
道
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
の
に
、

そ
の
起
点
は

栗
沢
町
で
は
な
く
南
幌
町
で
す
。
同
計
画

に
よ
る
と
、

栗
沢
町
の
農
産
物
は
既
存
道
路

で
南
幌
町

に
入
る
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
石
狩
支
庁

・
空
知
支
庁
が

そ
の
進
達
意
見
の
な
か
で
指
摘
す
る
よ
う
に

「地
域
内

の
基
幹
道
路
の
整
備
率
は
高
い
」

こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
す
。

現
に
栗
沢
町
は
、
財
政
負
担
的
に
難
し
い
こ
と
を
理

由
と
し
て
同
町
か
ら
南
幌
町
ま
で
の
農
道

ル
ー
ト
の
要

望
を
取
り
や
あ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
幌
町
内
で
は
道
々
江
別
長
沼
線

(三
㎞
)

な
ど
を
含
む
舗
装
道
路
が
、
こ
の
ル
ー
ト
か
ら
約
五
〇

〇

m
離
れ
た
と
こ
ろ
を
約
十
㎞
ほ
ど
平
行
し
て
走

っ
て

い
る
の
で
す
。

従

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
農
道
整
備
は
単
に

事
業
要
件

(農
道
の
新
築
又
は
改
築
は

一
、
○
○
○
㎞

ま
た
は
十
㎞
以
上
)
を
満
た
す
た
め
の
も
の
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

⑦

同
計
画
の
概
要
書
は

「基
幹
農
道
の
整
備
に
よ
っ
て
、

大
消
費
地
で
あ
る
札
幌
市
場
や
千
歳
空
港
を
利
用
し
た

道
内
外

へ
の
迅
速
な
農
産
物
の
流
通
が
可
能
と
な
り
、

よ
り
付
加
価
値
の
高
い
農
業
の
確
立
が
期
待
で
き
、
地

域
農
業
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。

こ
の
記
述
は
、
こ
の
農
道
ル
ー
ト
が
札
幌
市
場
や
千

歳
空
港
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

し
か
し
、
江
別
市

・
南
幌
町

・
栗
沢
町
地
域
と
千
歳

空
港
の
位
置
、
同
地
域
と
札
幌
市
場
の
位
置
が
全
く
異

な
る
方
向
で
あ
る
こ
と
は
地
理
的
事
実
で
あ
り
、
ま
た
、

一
般
に
計
画
の
概
要
書
と
は
計
画
全
体
を
表
現
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
記
述
は
同
計
画
が
机
上
の

作
文
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
だ
け
で
も
、
農
道
整
備
は
ま

こ
と
し
や
か
な

「作
り
話
」
に
よ
る
無
駄
な
公
共
事
業

で
す
。
こ
の
よ
う
に
い
い
加
減
な
農
道
整
備
計
画
に
調

査
費
を
付
け
る
こ
と
は
、
公
金
の
不
正
使
用
に
他
な
り

ま
せ
ん
。
農
林
水
産
省
事
業
計
画
課
は
、
「
野
幌
東
地

域
基
本
計
画
」

へ
の
調
査
費
を
打
ち
切
る
べ
き
で
す
。

「ゆ

ら

ぎ
」
～

仮
面
の
裏
側

ビ

ッ
グ
バ
ン
宇
宙
論
で
は
、
「
ビ

ッ
グ
バ
ン
」

の
前
に

は
何
ら
か
の

「ゆ
ら
ぎ
」
が
あ

っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の

農
道

ル
ー
ト
は
、

一
市
二
町
と
北
海
道
開
発
局
の
あ
い
だ

で
何
ら
か
の

「
ゆ
ら
ぎ
11
利
害
」
の
結
果
生
じ
た
も
の
で

す
。
で
は
、

一
市
二
町
の
利
害
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。

栗

沢

町

同
町
内
に
は
石
狩
川
水
系
夕
張
川
が
流
れ
て
お
り
、
清

幌
橋
が
架
か

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
橋
は
道
道
栗
沢
南
幌
線
の
橋
で
あ
り
、
同
町
か
ら

南
幌
町
を
通
過
し
て
江
別

・
札
幌
方
面
に
至
る
重
要
な
橋

で
す
。
し
か
し
、
築
後
六
〇
年
た

っ
て
お
り
老
朽
化
し
て

い
ま
す
。
同
計
画
の
な
か
で
は
清
幌
橋
の
約

一
・
八
㎞
下

流
に
新
た
な
橋

の
建
設
を
予
定
し
て
い
た
の
で
す
。
し
か

し
、
今
あ
る
橋

の
二
㎞
以
内
で
の
橋
の
新
築
は
河
川
法
の

基
準
で
は
困
難

で
あ
る
こ
と
、
こ
の
清
幌
橋
の
改
築
に
む

け
た
建
設
省

の
調
査
費
が
付
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
清
幌

橋
の
約
三

・
五
㎞
下
流
で
は
同
町
と
南
幌
町
を
結
ぶ
農
道

南
八
線
の
栗
幌
橋

(仮
称
)
が
完
成
間
近
な
こ
と
か
ら
栗

沢
町
は

「
二

つ
の
路
線
の
間
に
新
た
な
道
路
は
不
要
」
と

判
断
し
た
の
で
す
。

従

っ
て
、
同
町
の
土
地
改
良
面
積
が
同
計
画
の
全
体
面

積
二
七
〇
㎞
中
わ
ず
か
十
五
㎞
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
示

す
よ
う
に
、
同
町
に
は
こ
の
計
画
は
必
要
が
な
く
な

っ
た

の
で
す
。
事
実
、
山
田
晃
睦
同
町
長
は
、
九
八
年
夏
の
議

員
協
議
会
で
同
計
画
か
ら
実
質
上
降
り
る
趣
旨
の
話
を
し

て
お
り
、
ま
た
、
「
町
の
財
政
負
担
を
伴
う
南
十

一
線

の

橋
の
建
設
は
難
し
い
と
考
え
た
」
(
北
海
道
新
聞
)
と
農

道
整
備
を
断
念
し
た
理
由
を
語

っ
て
い
ま
す
。

現
在
な
お
、
同
町
が
名
を
連
ね
て
い
る
と
は
い
え

「
促

進
期
成
会
」
は
崩
壊
し
て
い
る
の
で
す
。

南

幌

町

「待
望
の
札
幌

・
南
幌
最
短
ル
ー
ト
実
現
〃
」

、
九
九
年
二
月
の
南
幌
町
長
選
挙
の
際
、
竹
内
正

一
前
町

長
の
後
援
会
が
全
戸
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
見
出
し

で
す
。
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

「
最
短
ル
ー
ト
」
に
つ
い
て

「南
幌

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
に
も
大
き
な
は
ず
み
を

つ
け
る
と
と
も
に
、
農
産
物
流
通
拡
大
、
み
ど
り
野
団
地

の
交
通
対
策
、
企
業
誘
致
な
ど
幹
線
道
路
と
し
て
の
期
待

65



が
高
ま
り
ま
す
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
同
様
に
全
戸
配
布

さ
れ
た

「南
幌

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
」
に
つ
い
て
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
こ
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て

「
新
札
幌
か

ら
立
命
館
慶
祥
高
校
を
経
由
し
て
、
江
別
恵
庭
線

を
横
断

し
千
歳
川
に
橋
を
か
け
、
南
十

一
線
経
由
で
国
道
三
三
七

号
に
至
る
最
短
道
路
の
着
工
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

札
幌
↑
↓
南
幌
の
通
勤
者
は
も
ち
ろ
ん
、
農
産
物

の
流
通

や
リ
ゾ
ー
ト
利
用
者
が
相
当
数
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
」

と
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ル
ー
ト
は
、
「構
想
か
ら
六
年
、
南
幌
町

の
将
来

の
人
口
増
加
を
み
す
え
て
、
鋭
意
交
渉
を
続
け
て
き
た
竹

内
町
長
は
、

つ
い
に
本
年
度
地
区
調
査
を
獲
得
し
ま
し
た
」

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
い
う
よ
う
に
、
竹
内
正

一
前

町
長
が

積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
ゴ
ル
フ
場
建
設
を
含
む

「南
幌

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
」
計
画
の
た
め
の
誘
致
道
路
な

の
で
す
。
「農
道
」
が
仮
面
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
す
。

江

別

市

平
成
八
年
四
月
、
北
海
道
開
発
局

(札
幌
開
発
建
設
部
)

と
の
打
ち
A
口
わ
せ
会
議
で
江
別
市
は
、
「
江
別
市

で
誘
致

し
て
い
る
立
命
館
慶
祥
高
校
の
た
め
に
は
こ
の
農
道
整
備

が
絶
対
必
要
条
件
で
あ
り
ま
す
。
江
別
市
と
し
て
全
力
で

協
力
す
る
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。」
と
発
言
し
て
い
る
。

札
幌
市
内
に
あ

っ
た
同
校
の
移
転
先
に
つ
い
て
は
北
広

島
市
と
江
別
市
の
間
で
誘
致
合
戦
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

農
道
整
備
が
、
同
高
校
の
現
在
地

へ
の
決
定
要
因
と
し
て

重
要
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

ま
た
、
江
別
市
に
は
R
T
N
計
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

R
T
N
計
画
は
野
幌
森
林
公
園
東
側
に
隣
接
す
る
農
地
と

南
側
の
公
園
普
通
地
域
の
農
耕
地
を
、
将
来
何
ら
か
の
か

た
ち
で
工
業
団
地
と
し
て
開
発
す
る
も
の
で
す
。

同
計
画

の
第

一
期
事
業
で
は
十
五
区
画
が
造
成
さ
れ
、
い
ま
だ
に

五
区
画
が
売
れ
残

っ
て
い
ま
す
。
夢
、
破
れ
て
造
成
地
が

残

っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

江
別
市

は
な
お
も
第
二
期
R
T
N
事
業

(工
業
団
地
開
発
、

一
四

四
㎞
)
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
農
道
は
江
別
市
に

は
周
辺
農
家

の
た
め
の
道
路
で
は
な
く
、
R
T
N
計
画
の

事
業
道
路
と
し
て
必
要
な
の
で
す
。

そ
し
て
、

こ
の
農
道
は
将
来
的
に
地
域
農
業
の
消
滅
促

進
の
た
め
整
備
さ
れ
る
の
で
す
。

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は

「
ア
イ
ヌ
は
利
息
だ
け
で
生
活
す
る
。
自
然
の
元
金
に

手
を

つ
け
な
い
か
ら
、
自
然
は
減
ら
な
い
」
。

北
海
道

の

先
住
民
で
あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
代
表
と
し
て
初
の
参
議
院

議
員
を
努
め
た
萱
野
茂
氏
の
発
言
で
あ
り
ま
す
。

野
幌
の
森
は
、
先

に
述

べ
た
よ
う
に
北
海
道
民
に
は

「自
然
の
元
金
」
と
も
い
え
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
自
然

公
園
の
普
通
地
域
と
は
言
え
、
同
公
園
の
風
致
景
観
を
維

持
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
公
園
利
用
と
は
全
く
無
関
係
な
車

輌
が
無
制
限
に
走
る
農
道
整
備
は

「自
然
の
元
金
」
に
手

を

つ
け
る
行
為
で
す
。

今
こ
の
森
が
、
そ
し
て
多
く
の
北
海
道
民
が
求
め
て
い

る
の
は
農
道
整
備
の
よ
う
な
従
来
型
自
然
環
境
破
壊
の
公

共
事
業

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「農
村
景
観
保
全
事
業
」
と
か
、
市
場
原
理
で
は
守
り

切
れ
な
い
環
境
や
景
観
、
国
土
保
全
な
ど
農
業
の
多
面
的

役
割
を
国
民
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
す
る
直
接
支
払
い
制

度
を
応
用
し
た
よ
う
な
環
境
保
全
型
の
施
策
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
今
あ
る
ま
ま
の
自
然
景
観
や
農
地
を
保
全
す
る

公
共
事
業
や
制
度
が
あ

っ
て
も
よ
い
、
と
思
わ
れ
ま
す
。

然
る
に
、
野
幌
の
森
は
大
学
生
の
出
来
の
悪
い
レ
ポ
ー

ト
の
よ
う
な
計
画
に
よ
り
蝕
ま
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
怒

り
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
農
林
水
産
省
が
い
い
加
減
な

同
計
画
書
に
調
査
費
を
付
け
て
い
る
こ
と
に
強
く
抗
議
す

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
農
道
整
備
の
よ
う
な
無
駄
な
公
共
事
業
を

繰
り
返
し
て
い
て
は
北
海
道

の
み
な
ら
ず
日
本
の
自
然
環

境
を
未
来
に
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

危
惧
す
る
も
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
苦
情
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
貴
職
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、

《北
海
道
の
遺
産
》
を
守
る
観
点
か

ら
同
農
道
整
備
を
中
止
す
る
よ
う
強
力
な
指
導
を
行

っ
て

頂
く
よ
う
、
切
に
要
望
い
た
し
ま
す
。

※

二
十
世
紀
は
有
史
以
来
、
地
球
環
境
を
著
し
く
破

壊
し
た
時
期
で
あ
る
。
「
ひ
と
は
パ
ン
だ
け
で
生
き

る
も
の
で
は
な
く
」
(聖
書
)
と

い
う
。

パ
ン
す
な

わ
ち
人
間
中
心
の
経
済
活
動

(開
発
行
為
)
の
結
果

が
ひ
と
自
ら
の
存
在
基
盤

で
あ
る
地
球
環
境
を
破
壊

す
る
と
い
う
の
は
何
と
も
愚
か
し
い
。
自
然
環
境
と

い
う
視
点
か
ら
は
、
ひ
と
は
パ
ン
だ
け
で
生
き
る
も

の
で
は
な
く
、
多
様
な
生
態
系
の
ひ
と

つ
ひ
と

つ
の

生
き
物
の
存
在
に
よ
り
生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

さ
て
、
こ
の
農
道
問
題
は
自
然
度
な
ど
が
ち
が
う

と
は
い
え

「士
幌
高
原
道
路
」
と
よ
く
似
た
構
造
の

公
共
事
業
で
あ
る
。
士
幌
高
原
道
路
問
題
同
様
こ
の

農
道
計
画
を
中
止
さ
せ
な
け
れ
ば
、
北
海
道
の
自
然

は
減
る
ば
か
り
で
あ
る
。
「
弓
国
HZ
囚

Ω
い
O
Uu
>
ピ
ノ

〉
○
弓
U
O
O
>
ピ
」
。
こ
の
農
道
計
画
を
中
止
さ
せ
る

こ
と
は
野
幌
の
森
を
守
る
小
さ
な
活
動
か
も
し
れ
な

い
が
、
今
こ
の
森
に
親
し
ん
で
い
る
私
た
ち
の
未
来

へ
の
責
務
で
あ
る
。

※

お
も
な
資
料
と
し
て

「野
幌
東
地
域
基
本
計
画
書
」

(平
成
十

一
年
三
月

北
海
道
開
発
局
)

及
び
江
別

市
の

「
野
幌
東
地
区
」
農
用
地
総
合
整
備
事
業
に
係

る
公
文
書

(平
成
八
年
二
月
～
十

一
年
十
月
)
を
参

考
に
し
た
。
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